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原子力プラントに対する内部溢水影響評価システムを構築した。データの入力・加工・各種判断をシステム

が支援することにより，評価作業における抜本的な効率化を実現することに加え，評価の変更管理を容易に

するものである。 
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1. はじめに 

東京電力柏崎刈羽原子力発電所では，内部溢水事象に対して，基本的な防護方針を定め，様々な標準や基

準をベースに決定論的な影響評価手法を確立し，その結果を元に必要な安全対策を実施している。しかしな

がら，内部溢水伝播評価の実施には多大な労力を要することから，データを一括管理でき，かつ評価作業を

シームレスに実行可能なシステムの構築が必要とされている。本稿では，構築した内部溢水伝播評価システ

ムの概要を示す。 

2. 概要 

内部溢水伝播評価システムの全体像を図１に示す。内部溢水伝播評価ツールは，溢水伝播評価機能，デー

タ活用機能，運用管理機能を有している。入力したパラメータを使用し，想定破損に伴う溢水，消火活動に

伴う溢水および地震に伴う溢水影響評価を一連の流れで実行することが可能である。また，溢水による機器

への影響モードのうち蒸気影響については，米国 EPRI により開発された汎用熱流動解析コード GOTHICと

システムが連携することにより，評価を行う構成としている。 

 
3. まとめ 

データを一括管理できる内部溢水伝播評価システムを構築した。内部溢水伝播評価に対する労力を最小化

し，評価の変更管理が容易となり，さらにノウハウを人ではなくシステムへ蓄積することに繋がる。 
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